
平
成

™
š
年

Ÿ
月

™
š
日
火
曜
日

(
号
外
政
府
調
達
第

˜
œ
Ÿ
号
)

官
報

` 本工事に係る施工計画が適正であること。

なお、この施工計画の提出に当たって、入

札説明書の別冊図面及び別冊仕様書に参考と

して示された図面及び仕様書（以下「標準案」

という。）の内容について、これと異なる施工

方法等（以下「技術提案」という。）で施工し

ようとする場合は、その内容を示した施工計

画を提出すること。技術提案による施工計画

が適正と認められない場合に、標準案に基づ

いて施工する意思がある場合には、標準案に

よる施工計画を併せて提出すること。また、

標準案に基づいて施工しようとする場合は、

標準案による施工計画を提出すること。

a 次に掲げる基準を満たす主任技術者又は監

理技術者を当該工事の現地での架設期間に専

任で配置できること。なお、現地での架設期

間は平成24年７月上旬から平成25年11月中旬

（仮設ベント設置撤去期間を含む。）までを予

定する。ただし、受注者は、工事の継続性等

において支障がないと認められる場合におい

て監督職員との協議により、主任技術者及び

監理技術者を変更できるものとする。

ア １級土木施工管理技士又はこれと同等以

上の資格を有する者であること。ただし、

経常建設共同企業体の場合は、構成員のい

ずれか１社が上記の資格を有する者を配置

することとし、その他の構成員については、

２級以上の国家資格を有する主任技術者を

配置するものとする。

イ 平成８年度以降に、上記_本文に掲げる

工事の経験を有する者であること。ただし、

経常建設共同企業体の場合は、構成員のい

ずれか１社の主任技術者又は監理技術者が

上記_本文に掲げる工事の経験を有してい

ればよい（共同企業体の構成員としての実

績は、出資比率が20％以上の場合のものに

限る。）。

ウ 監理技術者にあっては、監理技術者資格

者証及び監理技術者講習修了証を有する者

であること。

b 競争参加資格確認申請書（以下「申請書」
という。）及び競争参加資格確認資料（以下「資
料」という。）の提出期限の日から開札の時ま
での期間に、北海道開発局工事契約等指名停
止等の措置要領（昭和60年４月１日付け北開
局工第１号）に基づく指名停止を受けていな
いこと。

c 上記１に示した工事に係る設計業務等の受
託者又は当該受託者と資本若しくは人事面に
おいて関連がある建設業者でないこと。

d 入札に参加しようとする者の間に資本関係
又は人的関係がないこと（資本関係又は人的
関係がある者のすべてが共同企業体の代表者
以外の構成員である場合を除く。）（入札説明
書参照。）。

e 技術提案で提出された施工計画又は標準案
による施工計画の技術的所見が適正であるこ
と。

Ĉ 警察当局から、暴力団員が実質的に経営を
支配する建設業者又はこれに準ずるものとし
て、国土交通省発注工事等からの排除要請が
あり、当該状態が継続している者でないこと。

３ 総合評価に関する事項
\ 落札方式
ア 入札参加者は価格、性能・機能及び社会
的要請に関する事項に係る施工計画をもっ
て入札し、ÊからÌの要件に該当する者の
うち、３]によって得られた数値（以下「評
価値」という。）の最も高い者を落札者とす
る。ただし、落札者となるべき者の入札価
格によっては、その者により当該契約の内
容に適合した履行がなされないおそれがあ
ると認められるとき又はその者と契約を締
結することが公正な取引の秩序を乱すこと
となるおそれがあって著しく不適当である
と認められるときは、入札した他の者のう
ち評価値の最も高い者を落札者とすること
がある。
Ê 入札価格が予定価格の制限の範囲内で
あること。

Ë 提案された施工計画が最低限の要求
（標準案）を満たした施工計画であるこ
と。

Ì 評価値が、標準点（100点）を予定価
格で除した数値（以下「基準評価値」と
いう。）に対して下回らないこと。

イ アにおいて、評価値の最も高い者が２人
以上あるときは、当該者にくじを引かせて
落札者を決定する。

] 総合評価の方法
ア 「標準点」を100点とし、「施工体制評価
点」の最高点を30点、「加算点」の最高点を
40点とする。
イ 提案された施工計画が標準案を満たして
いれば「標準点」（100点）を与え、更に提
案された内容に対して、各項目ごとに評価
及び判定し、０～40点の範囲で「加算点」
を与える。なお、詳細については入札説明
書による。
評価項目
Ê 鋼橋の品質を確保するための施工計
画。

Ë 特別な安全対策。
Ì 環境対策。
Í その他。
ウ 入札説明書等に記載された要求要件を実
現できると認められる者に、その確実性の
高さに応じて、評価項目ごとに０～15点の
範囲で「施工体制評価点」を与える。
評価項目
Ê 品質確保の実効性。
Ë 施工体制確保の確実性。
エ 価格及び価格以外の要素として提示され
た性能等に係る総合評価は、入札者の申込
みに係る「標準点」、「加算点」及び「施工
体制評価点」の合計を、当該入札者の入札
価格で除して得た数値をもって行う。

４ 入札手続等
\ 担当部局 〒060`8506 北海道札幌市中央
区北２条西19丁目 北海道開発局札幌開発建
設部契約業務課上席契約専門官 吉塚 勝
電話011`611`0194 内線2270

] 入札説明書の交付期間、場所及び方法 入
札説明書は、平成23年８月23日から平成23年
11月15日までの土曜日、日曜日、祝日を除く

毎日、９時00分から17時00分（最終日は入札

書受付締切予定時刻である11時00分）まで、

電子入札システムにより交付する。ただし、

紙入札により参加を希望する場合は、あらか

じめその旨を以下へ電話で申し込むこと。申

し込み受付後、交付する。

ア 交付日時 上記に同じ。

イ 申込先 上記４\に同じ。

^ 申請書及び資料の提出期間、場所及び方法

平成23年８月23日９時00分から平成23年９

月22日11時00分までに、電子入札システムに

より提出を行うこと。ただし、発注者の承諾

を得た場合は、平成23年８月23日９時00分か

ら平成23年９月22日11時00分までに上記４\

の申込先へ、原則として郵送（書留郵便に限

る。）すること。

_ 入札保証金の納付等に係る書類の提出期

間、場所及び方法 平成23年10月14日から平

成23年11月15日まで 〒060`8506 北海道札

幌市中央区北２条西19丁目 北海道開発局札

幌開発建設部契約業務課企画スタッフ 電話

011`611`0194 内線2581 持参、郵送（書

留郵便に限る。提出期間内必着。）又は託送（書

留郵便と同等のものに限る。提出期間内必

着。）により提出すること。

` 入札及び開札の日時及び場所並びに入札書

の提出方法 入札は、電子入札システムによ

り提出すること。ただし、発注者の承諾を得

た場合は紙により持参又は郵送（書留郵便に

限る。）すること。

ア 電子入札システムによる入札の締め切り

は、平成23年11月15日11時00分。

イ 紙により持参する場合の提出期限は、平

成23年11月15日11時00分。提出先は、北海

道開発局札幌開発建設部契約業務課。

ウ 郵便による入札の受領期限は、平成23年

11月15日11時00分。郵送先は、北海道開発

局札幌開発建設部契約業務課。

開札は、平成23年11月18日10時00分 北海

道開発局札幌開発建設部入札室にて行う。

š
—


		2011-08-22T14:51:27+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




